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アナログ・テ・イスクの方は、デジタル録
音とベラ録リされた、アナログ録音マス
ター・テーフロによるノンイコライザー、
ノ･ン・リミッター・カッティングと古､って
います｡）
なお、ＣＩ)化にあたり、同時発表のア

ナログ・テ ,イスクより、フランク”「小
品第５番」とワーグナーの「夕星的歌」
ぬ２曲多い合計１０曲を収録いたしました。

特に第一朋月の､「アルビノーニのアダ
ージョ」めコントラバスとパイプ‘・オル

ザン内圧倒的な低音にはきっとご満足い
ただけるのではないかと‘u､います。ただ
し、再生にあたっては音量を上〃すぎな
いよう、くれぐれもご注意ください。

なお、本ＣＤ制作にあたり、プロデュ
ーサの高和元彦氏をはじめキングレコ

ド㈱の関係者各位'二多大なご協力をい
た溶きましたことを、厚くお礼申し」二げ
ます。
今後もＤＡＭ会員の皆様に少しでもお

役にたてるソフト ”開発に一層の努力を
する所存ですめで建皆様のご支援ぴ〕ほど、
よろしくお噸い申し卜げ̅ます。

DAM推進委員会［ず〒V〒｢ｺ可

● 制 作 に あ た って

日頃は第一家庭電器をご愛顧いただき、
あ' )がこうございます。
世は真にデジタル時代、おびただしい

種類のＣＤが毎月、発売されています。
しかし皆様の中に、なんとなく「低域が
軽いなあ･･･」と感じられた方はいらつし
やＬ，ませんか？テｆジタル録音は、-船
に、低域め伸びと安定性が良いといわれ
ていますが、その低域 ”量感という点で
は、まだまだ物足りないＣＤが少なくあ
りません。
そこで今回は、そめ不満を解消すみべ

く、キングレコードのご好患によ1 ﾉ、
コントラバスとパイプ・オルガン＆ピア
ノの子 ' １ 才として有名なケリー - カと
'、-モン・ルイスによる小品隼を企画い
たしました。
’８１年９月２０Ｈ-２２日”３日間に渡って、

宝塚市のベガ・ホールで録音きれたも ”
ですが、率ＣＤは、デジタル録音をベー
スに、ケリー・カーのＣＤとしては初坊
て、ゴールドＣｐ化きれています。（なお
|面1時発表グ)ＤＡＭオリジナル・スノ寺一・
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格的なヴィルトウオゾがついに唖ｵﾆ，オ［たと
いう忠を深くさせるコントラバスを|『Ｉｌｌｌ「１
征に描い、こ《刀鈍市な楽器にチェロには労ら
な｛、ゆたかな表王児ﾉ｣を与えたカーの超絶的な
技巧と、つややかな音色で歌う優雅な杼情･性
とは、まったく従来,ｿ )舘識をはるかにこえる
ものである。しかもカーの演奏を、単なるテ
クニシャンダ〕妙技ではなく、音楽的に魅ﾉJあ
るも”としているのは、人間的なあたたかさを
宿している点である。カーはコントラバス奏
者であ凸自ilに、まず本当め,當旧未で,,｢〕音楽家で
あった。彼の場合は日分の心の音楽を表塩す
る手段として、たまたまコントラバスが選ば
れたにすぎないのではないだろうか。それだ
からこそ、カー内演奏はこぬ楽器, ﾌ )舘識的な
限界をこえることが可能だったのであろう。
ケ．'ノー・カーは1941年にロサンジェルスで

生まれた。彼の家系は、７代にわたって多く
カコントラバス毒者を、ｕ聾的に生みＨ１,して
来たロシア系ユダヤ人の家系で、彼も９｢粒由
時から' ｣ ､型の楽閉を用いて練習を姑釣た。そ
め後ニューヨーク・フィルの首席署者だ=ﾌた
…､ルマン・ラインスハーケンに師帯、南力１

フォルニア大学、ジュリアード音楽院でも学
んだ。しかし，ウーははじめ独奏者になるつ
もりはまったくな．かつたという。たまたま１９
６１年、２０歳の時にレナード・ベーンスタイン
に 認 め ら れて 、 ニュ ヨ ク ・ フィル と 協 演
したのがきっかけとなって、それ以後f廿岸で
も稀なコントラベスの独奏者として演奏活動
をするようにな-〕た。わがI王'五､は1980年．８１

●コントラバスの名手ゲリー ･ カー

コントラノ<スは、弦楽合巽やオーケストラ
” ! | ' で低音を胆当する楽器として、きわぬて
重要な役割を果してし、るが、その形状や性能
からいって、敏捷な運動性や流麗な拝↑肖性に
は乏しく、一般にはソロに適さない楽器と考
えられて喝、る。もちろん腰史的にみれば、１８
] 9 1 廿 紀 に は 、 ﾄ ﾒ ﾆ ｺ ･ ﾄ ﾗ ｺ ﾈ ｯ ﾃ ｨ （ １ ７
６３～1846）やジョウ．アンニ・ボ",テジーニ（１２
２１-８９)、また20惟紀には、ボストン交響樂回
幻常任指揮者としても有名芯つだセルケイ・
クーセヴィツキー（１８７４-１９５］）‘のような制
手かおり、盛んに独奏活動を行なって、こめ
兵器の独奏乗器としての地位の向上に貢献し
た。ドラゴネッティやボッテジーニはまた、
演奏活動だけではなく、作曲家としてもコン
トラバスのために協奏曲や独奏曲な塔、多く
のオリジナル作品壷賎している。それでもな
お、コントラベスは独奏楽器としての地位を
一分に確立することが出来なかった。紺変ら
ずコントラパスのリサイタルばごく稀であっ
プニし、コントラバス”演奏家か世‘ ”注目をひ
くというニヒも滅多になかった。大作曲家だ
ちも、コントラノくスの独舞楽器として釣可能
性には、ほとんど関心を示菩なかった。従っ
てコントラ′くスのオリジナル・レパートリ
は、ヴァイオリンやチェロのそれとは較べも
のにならないほど黄弱である。
しかし、ゲリー・カの I ‘出現は、コントラ

バス亭めぐるこの上うな状況を打ち破る、本
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年、８３年、８５年、８７年の５回末ｕし、そのす
ぱらＬＬ，i閏舞を披露したが、このテ．イスクは
1981年②来日の際に、宝塚市のベガ・ホール
で録斉きれたものである。音楽卑月 lホールと
して昭和55年（1980年）に完成したベガ・ホ
ルは、スイスのクーン社製のパイプ．・オル

ガン（ストップ数241を備え、音響効果のよ
いことでも話題のホールで、カーのコントラ
ペスグ)ゆたかな響きが、みごとに収録ぎれて
いる。
なお、彼の碇っている楽器は、クーセヴィ

ッキーの未亡人よ’ ﾉゆずられた1611年製の名
器ア守一ティで膿,る。

● 楽 曲 解 説

匡アルヒノーニのアダージョ
（アルビノーニージャゾット編）
トマゾ・アルビノーニ（1671～1750）は、

アントニオ・カイウアルデイ（］６７８～１７４１）
やベネデット・マルチェッロ（１６８６-１７３９）
らとほぼ同じ頃、ヴェネツィアで活躍した音
楽家である。５０曲あまり内オペラのほかに、
数多くのソナタ．協奏曲、シンつオニアなど
を残している。とくに器楽曲の作曲家として
は．アル方ンジェロ・コレッリやヴィ『』プァル
テ'ィよりもはるかに早く協奏曲集をＨ１,脱し、
ペロック協奏曲の莞 j主に重要な役割を果した
存在であった。
そのアルビノーニ鉤作品の中で、今日もっ

ともしばしば演奏きれ、唾く親Ｌまれている
のが．この蝸アダージョト短調 ” である。し

かしこの曲は、厳密な憲味で、アルビノーニ
のオノジナル作品ではなく、アルビノーニ研
究家のレーモ・ジャゾットが第２次大戦中に
ドレステ・ンＪ〕図君館で発見したⅧトリオ・ソ
ナタ卜逓調〃の手稿（作品番号なし）の・
部をもとに吾き上げたものである。手柏は数
字つき低音'〕パートのほか、わずか６小節の
２つの旋律ぴ〕断片が記きれていたに過ぎなか
ったが、ジャゾ吋卜はそめ低音パートから和
声を出来るだけ忠実に復元し、弦楽合奏とオ
ルガンのためぬ作品に什上げた。ジャゾット
の編曲は、アルビノーニのスタイルと織密な
吾法をみごとに保存しており、きくもめの』L，
を奥底から1先い清めるような感動的を祈りの
音楽を作I ﾉ上げている。この作品は、ドイツ
の実存主義文学のｈ匠フランツ・カフカの代
表作をもとに、オーソンーウェルズが油色、
監督した映面．審判 ”のタイトルパックに用
いられて、大きな効果をあげ、一躍有名にな
った。
なお、ここではジャゾ ‘ ′ 卜 ” 繩曲崔ざらに

フランチェスコ・ベレッッァがヴァイオリン
と鍵盤乗器（ピアノ）のために絹曲Ｌた奨譜
によって演奏されている。
回ソナチネニ短鯛(ベートーヴェン）
ﾍ ｰ ﾄ ｰ ｳ ｪ ﾝ の よ う に ポ ピ ュ ラ ー な 大 作

曲家でも、その作品②中には滅多に演奏され
ないものがある．恐らくこめ曲は、ほとんど
の人j菫がはじめて耳にされるのではないだろ
う か 。 そ して、 ベ ト ウ ェ ン に 本 当 に 二 凡
な作品があるのかと、いぶかしく,田.われるに
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バスで、チェンバロ, ﾌ )パート.をオルガンで輯
奏している。
回小品第５番(フランク）
ベルギーに生まれたセザール・ブランクは

パリのサン・クロティルド教会のオルガニス

ト、パリ音楽院のオルガン科の教授などをつ
とめながら、自己の内心の声を探し求鈍るす
ぐ･オ［た作品を諄きつづけたが、生前釣確はオ
ルガン演奏鉤拙手として高く評価善れていた
' ) に反して、作曲家としてはなかなか壮に容
れられなかった。その作品の真価が聴衆に本
当に理解答れるようになった ”は、こぐ晩年
のことであった。
フランクはベートヴェン‘の後期の作占占や

ワグナーから大きな影響をうけたか、一 ﾉ ﾉ
でばぺ‘ソ′､の対位i上音乗にも{頃世||して１，た。
とくにオルザン音飛では、オルガンのシンう
すニックな色彩感、大ＭＨな転調や．峠音階”使
用なと、ロマン派的な特性に加えて、蜻謹な
吋位樺の技法をも駆使しており、近代フラン
ス ・ オルガ ン 肖 栞 の 聴 礎 壱 築 い た の で あ
る。
この、､'｣､品第５番”はフランクが41歳の１８

６３年に作曲言れた噸'､一モニウム（リード・
オルガンの一種）のための５つめ小品げじｱ)第
５曲を編曲したものである。アンダンティー
ノークワジ・アレグレット、箔拍子で．ｉ采い
祈りにも似た静かな旋律か、表情ゆたかに歌
われる。
匡アヴェ・マリア(パッハーグノ）
フランス近代内代表的な作曲家シャルル。

違いない。たしかにベートーヴェンはコント
ラバスの抽毒曲はひとつも耆いていない。従
って己の曲も他の楽器 ”ための作品の編曲で
はあるか、間達し､なくベートーヴェン”苦し，
たもので、原曲は、キンスキーーノ､ルムの作
品目録でＷｏＯ４３（ＷＧＯは作品番号なしの作
品）という番号を与えられているやマンドリ
ンとチェン ′ヤロのためぬソナチネハ短調ケ
である。
マンドリンという楽器ははじぬイタリアで

発達したが、１８枇紀内後半になるとウィーン
でもそのロココ的な優稚な音色が愛打与れて、
かなり普及していた。モー･ソァルトも1780年
に、マンドリンの伴春をもつ歌曲を作曲して
いる。青雲の志を抱いてボンからウィーンに
出て来た青年ベートヴェンは、こげ〕都で満
躍する韮〈の音共家を知ったが、そめ中にボ
ヘミア出身のヴラＦイオリニストで、マンド１１
ンの演奏にも秀でたヴェンツェル・クルンプ
ホルツという人物がいた。．ソナチネノ､錘調〃
は、このクルンプホルツのだめに、1796年頃
に作曲されたもめといわれている。
ソナチネとはいっても、ソナタ形式によら

ず、３部歌謡形式ｸ)単一楽草の作占占である。
哀愁を帯びた第１部に跿調の中間部（卜ｊオ）
がつづき、原曲ではそのあとに第１部め填但
（ダ・カーポ）とコーダが毒きれるが、この録
音では第１部のI又裡ば省略され、中|:1部から
直椎コーダに入る。
なお原曲は ′ ､短調であるが、ここでは二短

調に移調し、マンドリン”／ぐ-卜をコントラ
‘



詩苫は旧月らかでば琴いが、彼の二打ジャンル
におけるひとつのｲ同性を確立したも,刀‘として、
地力がす【二とのできぬ存在をなしている。ま
た、それは、歌曲としてばか 'ｊでなく、カザ
ルスやべ･ソクマンによ-て,て、チェロあるⅡ、は
ウァイオリンヒピアノのために編曲さオヒたこ
とによっても唾 <親しまれ、ざらに管楽器な
どでも数多くi閏奏きれている。一見、簡潔な
耆法によっているが、そめ旋律のも＝二)品格と
美しさとは侭,‘| ' ,しだもの‘里いえよう。
'6ガヴォット(口レンツィーティ）
ジョセフ・アントｒフーヌ・ロレンツィーテ

ィ（１７４０？-１７８９１は、イタリア系フランス
人であ ′ ) 、碇の父は、ナ ‘ ｿ苛め王子 ｸ , もとで
期歌隊挺をつと鉤ていた。彼は、ヴァイォ１
シ由演奏にすぐれ、また、１主目すべき多くみ
管弦楽作凸凸や下内楽曲をも作曲しているが、
その作品は、′寺ノ・オペ弓嘩のウァイオ'ノン
奏者をつと坊、刀ちにくカァイオ! }ン致則本＞
(１７９８）を出版してＩ，る弟ベルナール・ロレン
ツィーティの作品と、しばしば混同きれ、ｌ昆
乱を招いてい愚。このくガヴォット＞は、ジ
ョセフ・アントワーヌの作品とぎれているも
みで、Ｅ・ナーニによって、コントラペスとピ
アノのた釣 ”縄曲がな苔れて ’、る。曲は、願
い中間部をもったほぼ３部形式をなす'1､品で
あるが、コントラ′ぐスのもつ表呪十jは、よく
いかされている□
回マドリガルイ短醐(グラナードス）
スペインの田民韮義的音堆に重要な牡曲を

のこしたエンリケ・グラナードス（１８６７-１９

グノ（１８１８-９３）”歌''１１．′ざ￥,ハの、旱均
律クラヴィア曲葉〃第１巷の第１番 ' ､長調の
lii1毒ＩｌｌＩをそのまま伴奏部に用い、そグ)ｌに油
Ⅱ日の南部を評き加えたことでも圧､く知られて
いる。作曲された力は１８５５年、グノーが371張
内時である。
単柏ながら美しＬ，分散和音の伴奏に由って、

聖母マ１１ア"、の敬鹿な祈りを‘ニぬた清らかな
旋律が歌われも。素朴な旋律ながら、その洗
練された美しきと、あふれるようにゆたかな
杼情は、きく苔を深い感動に誘わずいはおか
ない。原曲の独唱曲としてばかりでなく、ヴ
ァイオリン、フルート、チェロなど ’ )器舞用
にも編曲されて、しばＬぱ演奏されるが、ゴ
ントラベスで油堯される‘ｸ)は珍しい。ケリー・
カーはコントラベスのだ-』ぷりした響きを充
分にきかせるように、ゆ-つくりしたテンポを
とり、さらにフレズ ‘ ｸ）入り燕ピで畔婁と微
妙なずれを感じさせる舂法によって、器乗曲
を原曲とする他‘ r '４曲とは違って、も些は由
楽曲であったこの山,刀もつ歌謡性への細かい
酉凸盧を示している。

〔以上・佐藤章〕

|亘夢のあとに､作品７１''フォレ）
ガブリエ'し・フォレ（１８４５-］９２４）は、

その牛畦に．１０，曲に近い歌曲をのこしている
が、それらは、ピアノ曲や室内楽作品ととも
に、彼の白1作の中‘L ‘をなすジャンルのひとつ
ともなっている。こＪ〕〈筈のあとに＞は、そ
の初期に属する１８７８年に吾かれたもげ)で、作
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。贋ｈｌ)輻曲が川Ｌ，られている。
旧サマータイム(ガシュウィン）
ジョージ・ザーシユウイン（1898～1937）が、

いわばうす一クーオペラ,として篭表したくボ
キーヒベス＞は、ミュージカル・コメディ

ある､、はミュジカル・プレイの前身をなす
もめという兄ﾉｊもあるが、しかし、実際には、
それは、伝統的なオペラとしての理念を踏襲
したものであり、その音楽としての位置は、
先刀,‘腕でも注目すべきも”がある。初i宙は、
１９３５年９Ｈにボストンでなきれたが、そめ第
１魚第１塔で、漁師ジェイク,，,〕妾クララによ
-って歌われる、､サ・-タイム"は、当初から

親しまれ、独立して歌われるようになったば
かりでなく、いろいろな形で演奏ざれるよう
になっている。ここでは、ぞれをコントラベ
スとピアノとによって演奏してＬ，る。
皿夕星の敵砒劇くタンホイザー>より(ワーグナー）
リヒァルト・ワグナ（１８１３～１８８３）は、

そ”ｌｉ大な倉'1作ｊＪによ-ってオペラの歴史に重
要な瞠跡をのこしたが、〈タンホイザー＞は、
1845年に、３幕から唖･島ロマ，ンス的オペラと
して完成され、同年１０月１９ｕにドレステ'ン②
宮廷劇場で初檮された。その後、この歌劇は、
改訂が加えられ、1847年のドレステ'ン版と１８
６１年”（１版とが‘ ”こきれている。この作品
では、また、序曲をはじ釣知られて吟、る部分
が少なくなL，が、有名な唖夕旱の歌'′は、その
第３再第ｚ塒でヴォルフラムか竪琴をひき＝フ
つ歌うものであり、ここでは、その主要な部
分が、徒舂をも合めて演套さオＬている。

〔以上、藤田由之〕月

１６）ば、本質的にロマンテイクな當|l作を菫ｵ』
だか、また、１８世紀未のマドリードヴ)貴族的
なもめと大衆的なものとが融合した独特な文
化や風俗にも報い愛着をもち、さらにフラン
シスコ・デ・ゴヤに強く魅かれていたことで
もよく知られている。彼の最後ぴ)大作となっ
たオペラ〈ゴイェスウス＞は、その象徴でも
あったわけであるが、この鴫マドリザル鰯は
､､エリセンダ”や噸卜『プロパ〃などとＪ１母にチェ

ロとピアノ的ために言かれた作品であ ' ﾉ、パ
フ．ｐ・ウザルスに捧げられてい為。曲は、ア
ンダンティーノの通いピアノ内導入と、レチ
タティヴォ風にと指示苔れたチェロの歌とに
よって始められるが、導入の部分は、間奏の役
割'）も果し、自由なロンドI乱の構成で歌われ
てゆく。和声の変化による調性の浮動も、独
特ぴ〕雰囲気を牛みだしている。
ｇ精弼の踊り（クルック１
ク’１ストフ・カイリベルト・グルック（］714

1787）は、オペラの改羊･舌のひ世！）として殉’
られているが、とくに<オルフェオとエウリ
ディーチェ＞は、そうした笹ののこした革新
的な作品‘乃ひとつとしても、広く知られてい
る。作曲は、１７６１年になきれだが、この歌lf'１
中 ”いくつかの部分、 ‘とくに第２幕におかれ
た守梧需”踊り"などは、いるＬ，ろ亀･楽器の
たFL)に編間されて親しまれているばかIﾉでな
く、後世、いくつかの二次的な面] l作をも生み
だしている口般には、つルートで演奏さオＬ
るご壁が多いが、ここでは、ファビアン・ヒ
ウィッキーによるゴントラノゼスとピアノ”た



レコダーによって、同時に収録された。罫&
音方式は、マルチプル・テープは一切使わず、
ダイレクトに２チャンネル・ステレオ，マス
ターとして録られた。
そ、して、このＣＤのためのソースとしては、

テ・ジタル・マスター・テープ･が採用された。
(ちなみに、同時に曲'1作されるくスーパー・ア
ナログ・テ'イスク＞では、ペラレルに録音き
れたアナログ・マスター・テープから力“ノテ
ィングしている。したがって、こめ両者を比
較試聴することに興味を持たれるノjかあるか
も知れない｡）
録音時 "メモは、高狼初郎ミクサー釣別項

を毒考にしていただきたい。
ケリー・カーほど楽曲を歌いｆｌｆる表f見力

'〕豊かな楽器演奏肴は、昨今のアーティスト
の中にはほとんど!、ないのではなL ,かと思う”
それはコントラバスという楽器には限定さ

れない広範囲のi寅奏家の一へとしてみても、
比類のない存在ではなかろうか。そ ”起伏に
富んだ表情は、実に朶戦で豊麗な響きを持っ
ている。
冒頭②曲「アルピノーニのアダージョ」に

は、私”牛涯忘れる‘二とめ出来ない思い出力，
ある。ベガ・ホールでの録音 ”とき、ケリニ
と′、一モンはこの「アダージョ」の部分的リ
ノ、-サルをしていた。そのときは、まだこの

曲を彼らがどのようにi閏葵するかはよくつか
めなかった。ケ.リー・カーの録音はほとんど
テイクｌかテイク２く＃写ういで０Ｋになること

● ゲ リ ー ･ カ ー の 芸 術 と そ の 録 音

巨匠ケリー・カーとの出会いは、１９８０年５
月、イ鹿の初来日のときであった。何としても
彼ＬＺ'すばらしいコントラベスのレコードを帝'１
作したかった私たちスタ･》‘フは、幸運にもそ
の機会を得ることができた。キングレコド
刀第１スタジオで録音したシューベルトの「ア
ルペジョーネ・ソナタＪのアルノfムが、記念
すべき第１槙口となった。そ9- ) ‘坐き的感激は
今も一言,て新鮮によみがえ-ってくる。
ケリー・カーはその翌年の８]年９月に、再

び砿 ”最良の伴奏者である ′、-モン・ルイス
と共に日本を訪れた。当然のことながら、私
たちは新たな録音を計画して彼らを待ち受け
て１，た。しかも、こんどは兵庫県宝塚巾が建
てた当時から、その音の良さで評価の高いベ
ガ・ホル（客席数約370）を使ってみようと
いう二とになった。録音機器は切東京の当
ｷ lから運ぱｵ１，３Ｈ間こめホールを恰り切っ
-ご２枚のアルノぐムを録皆した。その１枚は「ア

ルビノーニCｱ〕アダージョ」と題するオルザン
のパックによるもの、もう１枚は「夢めあと
に』とＬ，うタイトル”ピアノ伴奏”アル 'ざム
であ--』た。
こめ時グ>２枚から特別にガプ '１ングされ

た”が、今回の第一家庭電器(株）ざん②ため
に作られたスペシャル・ウァージョン “ＣＤ
である。
録吾はデジタルとアナログの三つのテープ

９



尚さなど')位置が、華端”「苫色」、「響き」、
｢艶Ｊに大いに関係する。

ケリー・方のコントラバスの音を捉える
ために使削きれたマイクロフ十ンは、歴史的
名器といわオＬて１、凸両ドイヅ・ノイマン型”
昔球式コンテーンサー形、Ｕ-４７をメインに鈍
った。また、 ‘この楽器全体 ”響きをとらえる
ため”マイクロフォンには、１口1じくノイマン
”Ｕ-８７を１本、きらに楽器から一定の朏離
を置いてセットした。中でもオルカ．シ伴奏の
曲では、コントラノぐスの低域と、オルガンカ
菫低城とは混濁しやすく唾かしい･そオＬにk･ ’
しては、オルカ．ンには立ち上り”良い西ドイ
ツ”ショップスのコンテゞンサー・マイクロフ
ォンＣＭＣ５５Ｕを、コントラバスのために
は、厚みと力強さをもった前自己のU47のマ
イクと使い分け、そオＬぞれのキャラクターの
j主いで兄４１１二1氏音域の分離に成功したと,因.っ
ている。
ホール的残響効果には、客席の最後部に立

てた２本グ)マイクロフォンで収吉している。
オルガンは、コントラバス ‘ ” やや後方に牢

liM琶屑いて定位きせ、荒右い-二』ぱいに広げて
ある、コントラバスは、そグ〕手前中央にくっ
きりと浮彫りきせた。
ピアノ件舞曲では、ピアノか樫かに後ﾉ Jに

定位してあるが、左右ぴ〕広がりはオルガンよ
'）はやや左右内内伯１１に定位させた。

オルガンの / 、モニ , , ク スを十分に含んだ
超低音城から最崗音域までの周波数レンジの

が=事い。このⅡ寺もいきな¥リテイクｌ‘という二
とでテプ･を皿し始めた。モニターネでは私
とテ．イレクター”南田君がミクサーの後ﾉJの
机に推人で座った。
曲が進むにつれて、そゐあま｜ノにも予想を

越えたすばらしい演奏に悪童力して、シビアに
モニタ-すべき本米③職分を思わず忘れてし
まＬ,、不覚にも梶が流れてIトまらなか-つだの
である。恥､かしいが‘ビうにもなら考い。そこ
で曲が鵜ったとき、隣 ”ディレクターをそっ
と見ると、彼も|回1じょうに泣いていみではな
いか！強年多くの録音 ‘ ｱ )仕事を手か '十てき
た私たち内魂をここまで揺れ軸かしてしまう
ケリ・カーの蓋術。
その感軸を伝えるのは、単に物理特↑牛や'、

イ・テクノロジーだけで解決するも幻ではな
喝､”まず、人隅｣の演奏する、､音楽”そグ)もの
曲睡ｊｊが人nill足となるはずである。ケ'１-．
カーはそれを私たちに与えてくれる擶な人で
はないかと思う編

〔旧８９年６月、ヲ・ロデユーサー：高和元彦〕

●レコーディング ･ メモ

クラシック音珪の妹音は、すぐれた当!さを
持ったホールなどで録るめが理想的である。
こげ〕アルバムの録苦も、クラシ､ソク音楽專川
に設計された、すばらしい音響特性を誇る宝
嘩市のべザ・ホルで1J･なわれた。
マイクロフォンとその七､ソティングに関し

ては．マイク〃)挿類や楽器との弛離、角度、
］０



● ス タ ッフ

プロデュサー：高利兀匡
ディレクター寺西田克彦
ミクシング・エンジニア今高浪初郎
アシスタント・エンジニア：金子清次

録音場所：宝塚市ベガ・ホール(非公開］
録音年月日１１９８１年９月２０-２２日

フォトグラファー：郷忠雄
テザィン急Ｓ,Ｓ,デザイン

帯｣作協力阜株サンデユエツト
主画･制作 *第一家庭電器株式衾社ETZT詞
製造：キングレコート株式会社

広苔と、コントラバスのエネルギー感をもっ
た艶やかな響きは、皆ざんの再牛システムの
特に低城の坤離のテストにも i l k通のソース陸
なると,思う。
■マイクロフォン：ノイーマンＵ４７Ｙ１
ノイマンＵ-８７ｘ５
ショップスにＭＣ-５５ｕｘ４

■マスター・レコーダー：
（子．ジタル)三蓋‘電機Ｘ-８０２チャンネル
Ｉ山定ヘッド・オーフ・ン・’１-ル式）
テープ・スピード：３８ｃｍ/ＳＥＥ
（アナロクー)米スカー|」-281)-旧２チー１，二ゞ
ネル
テープ・スピド：３８に、,,'ＳＥ〔-
（江）二の舞高でば、テゞジタルとアナログ
のテープレコーダーによ ’ ) 、同時帷列に
収録きれてい畠。

［チフ･ミクサ掌窩浪初郎〕

昌 一

１１
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《アルビノーニのアダージョ/ケリー･カー》
囮アルビノーニのアダージョ

（ T , ｱ ﾙ ﾋ ﾉ ｰ ﾆ ｰ Ｒ ｼ ｬ ｿ ｯ ﾄ 編 ）

圓 ソ ナ チ ネ ニ 短 調
（Ｌｖ･ベートーヴエン）
回 小 品 第 ５ 番

（C,ﾌﾗﾝｸ）
四アヴェ・マリア
（｣.ｓ､バッハ=c､グノー）
⑤夢のあとに

（Ｇ･フォーレ）
回ガヴォット

（』.Ａ･ロレンツィティ）
回 マ ド リ ガル イ 短 調

（E,グラナードス）
⑧精霊の踊り
（Ch.Ｗグルック）

回サマータイム
（Ｇ･ガーシュウィン）
囮夕星の歌

（歌劇｢タンホイザー｣より）
（Ｒワーグナ）
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gSUMMERTIME(3:09)
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旧Wa9ne｢Ｉ
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GARYKARR
OoubIe-bass(Amati'1611）
HARMONLEWIS
Pipe-0『9an(Kuhn,Switze｢Iandl：14
Piano(SteinwaV1；510

ゲリー･カー
（コントラバス）

八一モン･ルイス
(パイプ・オルガン:14/ピアノ:510）

や

｢可丁r『互可
ＳＴＥＲＥＯ･ＤＯＣＤ･ｍｌ９
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